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明
治
相
年
大
阪
の
刷
用
金

部
二
十
入
谷

一
五
六

tJb 

掛

一
五
六

明
治
初
年
大
阪
ρ〉

御

用

金

オヰ

庄

f:j:与
..-" 

1台

耳目

ι
E
p
t
p
a
円

1

〉

ι
t
b
v
~
U
1
1
-

斜
期
日
『
H
-
弔

G
E
E
K却
つ

4

「
皇
越
新
に
復

L
、
凶
是
漸
じ
山
口
L
h
、
前
向
機
御
親
裁
に
出
で
、

h
事
腕
に
仙
ら
ん
ピ
す
。
日
記
時
に
常
1

獅
h
備

ら
ぎ
る
も
の
は
金
殺
な
り
o

布
は
会
〈
徳
川
民
喜
政
縦
十
本
山
泌

ω
節
、
国
家

ω
周
波
を
併
で
返
上
勿
論
に
る
べ
き

ω

出
陣
‘
北
(
悩
未
に
相
川
辿
ば
ヨ
る
内
、
十
本
来
内
始
末
に
立
至
h
〆
、
朝
廷
川
県
入
所
し
て
出
る
所
小
山
御
併
用
不
一
方
に
依
れ

h'
』
ご
は
明
治
元
年
五
月
八
H
太
政
官
布
告

ω
一
節
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
維
新
首
初
に
お
け
る
政
府
別

政
山
如
何
に
窮
乏
せ
し
か
を
想
見
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。

頗
る
に
、
徳
川
慶
喜
が
上
中
小
高
し
1
政
権

ω奉
吋
泌
を
論
ひ
し
は
、
鹿
勝
三
年
十
月
十
四
日

ω
こ
ピ
で
ゐ
る
o
朝
廷

に
於

τは
翌
十
五
日
之
を
品
ん
さ
れ
、
十
二
月
十
四
日
に
至
つ

τ
王
政
復
古
の
大
城
ム
ザ
は
全
国
に
宣
布
さ
れ
た

ωで

あ
っ
た
。
然
し
賞
時
間
庄
司
苦
は
品
川
内
大
国
の
官
を
有
し
そ

ω封
地
を
倒
し
、
各
務
も
枇
寺
も
各
そ
的
領
地
を
保
有
し

τ居
た
(
副
)
O

明
治
的
新
政
府
は
樹
立
さ
れ
た
さ
は

ν
ふ
も
の
、
、
そ
の
貿
カ
は
極
め
一
1
微
弱
で
ゐ
b
、
従
来

ω
岩f官公1i([iC中巷 4s8n1) 



御
料
た
る
三
高
石

ω
外
に
は
財
源
た
る
べ
き
も
の
が
な
い
y
o

-
』
れ
り
み
で
は
政
務
の
遂
行
は
不
可
能
で
あ
る
。

れ
「
掴
側
、
り
備
ら

F
る
も
の
は
金
殺
な
り
」
ご
い
へ
る
所
以
で
あ
る
。

竪

殴
有
国
緋
官
制
地
に
つ

V
て
は
、
新
此
的
Iι
非
・
川
と
山
川
に
日
出
紛
訟
を
生
じ
た
が
、
日
μ
・
越
・
士
三
侯
が
鋲
り
に
伺
挺
と
大
阪
に
あ
る
徳
川

氏
と
の
間
に
亦
定
し
、
川
知
を
平
和
白
制
に
解
決
せ
ん
と
し

識
に
白
血
一
一
一
年
末
日
に
於
て
、
前
内
大
臣
、
と
税
制
政
務
制
川
必
の
併
は
天
下
山

公
前
を

M
て
制
定
す
る
と

L

l
協
札
さ
れ
た
。
そ
の
辛
は
社
川
弘
の
み
な
わ
ず
、
列
部
が
会
凶
一
品
川
を
以
て
政
伎
を
臼
拾
す
る
乙
と
&
し
た
山
f

あ

っ
た
。
然
る
に
ζ

れ
よ
リ
前
、
政
を
幕
府
に
企
み
、
火
は
机
隔
日
以
来
徳
川
氏
に
民
踊
せ
し
論
部
は
、
融
行
納
地
の
こ
と
に
つ
い
て
蛸
〈
地
H
唱
し
た

が
れ
戸
に
於
て
は
溢
に

ι日
と
尚
滞
耶
と
の
間
に
柑
突
が
起
り
、
と
れ
が
た
め
に
大
阪
に
あ
り

L
鴎

P

刊
は
、
ん
，
畠
山
態
度
を
一
鈍
し
て
討
陛
を
主

を
作
リ
て
京
都
に
七
わ
し
め
、
翌
作
一
凡
誌
に

μ
持
取
札
口
日
時
と
な
川
、
従
時
山
政
川

r
h
r
v
'
H
H
れ
た
努
力

U

れ
刊
に
む
り
る
術
仰
に

i
ヲ

日

4a

f

、
、
全
然
水
泡
に
帥
す
る
と
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
ω

世
存
は
伏
比
鳥
羽
の
暗
に
敗
れ
て
、
ー
ハ
川
大
阪
批
を
来
て
、
船
に
来
仁
C
山
脱
走
し
た
が
、
じ

同
に
は
州
民
草
地
討
山
合
出
資
せ
ら
れ
、
十

H
に
は
閣
内
幕
府
制
地
は
出
帆
さ
札
た
。
版
脱
出
中
迎
は
二
年
一

M
二
十

H
世

-
K
・
土
・
阻
白
山
保
が
こ
れ
を

」
去
し
て
よ
い
り
、
弁
市
川
之
れ
に
倣
3
指
針
多
か
っ
た
が
ホ

H
十
{
日
制
し
て
甜
部
開
問
刊
本
訟
の
山
を
山

ι、
比
(
請
は

f
る
も
山
に
は
特
に
赤
訟
を

命
じ
た
a

同
月
二
十
五
日
に
は
山
本
砕
を
何
地
割
石
山
十
分
自
一
と
な
し
、
時
間
り
十
分
力
を
以
て
!
岬
政
科
技
及
士
ι
松
山
一
叫
に
叫
し
た
ο
品
し
叫
時
端
削

由
ず
は
祐
部
主
で
あ
り
、
市
山
大
小
和
F

謝
は
世
阿
梅
山
首
日
て
あ
る
か
ら
、
汁
砧

ω
名
は
除
か
れ
た
る
も
、
的
そ
山
口
討
を
桁
世
し
も
山
り
で
あ
ワ
た
。
然
る

に
名
山
川
共
に
金
凶
が
此
山
白
血
制
と
な
っ
た
山
は
例
年
イ
月
内
世
辞
位
脱
M
伎
の
こ
と
ど
あ
り
、
此
寺
制
地
に
釦
L
、
そ
山
川
川
山
叫
品
作
心
境
内
を
陥

i

、J
ト、

〈

u
hグ

↑
舵
上
地
を
市
ぜ
レ
れ
た
山
は
一
一
年
i
二
月
仰
と
と
て
あ
る
。

蛍
附
政
府
川
尉
政
府
掛
乏
甚
し
が
り
[
こ
正
は
想
像
記
も
H
A
ば
ぬ
所
で
ゐ
っ
た
o

鹿
肱
三
年
十
二
月
九
日
l
人
材

務
用
山
り
令
が
畿
せ
ら
れ
、

益
岡
各
地
か
ら
百
人
倫
。
の
も
の
が
集
め
ら
れ
た
が
、
北
(
人
法
川
り
浦
叫
が
な
い
。

そ
的
伯
貸
は
結
局
支
梯
は
れ
千
に
絡
っ
た
-
」
ご
や
・

兎

角
発
走
し
て
百
三
十
段
を
伯
b
集
め
た
が
、

H
h
倉
具
税
が
束

明
泊
剖
年
大
阻
の
御
用
金

第
三
十
八
を

五
一じ

i， 
七

ま存

続
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明
治
初
年
大
阪
の
棚
用
金

第
二
十
凡
巻

五
人

第

掛

五
J、

西
本
願
寺
・
興
繭
寺
等

ω借
侶
を
識
し

τ
金
穀
を
献
せ
し
め
、
叉
都
下

ω
豪
商
三
井
三
郎
助
・
小
野
善
助
・
島
国
人

郎
右
術
門
に
金
穀
を
貸
奥
せ
ん
ニ
ご
を
論
し
、
且
熊
谷
久
右
衛
門
(
胡
尉
)
等
を
し
て
浴
中
裕
一
外
の
家
商
富
良
に
も

献
納
叉
は
貸
奥
を
勧
誘
せ
し
め
し
如
、
吉
、
ま
た
三
井
組
が
慶
臆
三
年
十
二
月
廿
六
日
金
穀
出
納
所
よ
b

『
今
般
幕
削
大
政
監
抵
越
し
、
直
に
大
阪
披
へ
引
」
げ
た
る
に
付
き
、
天
下
回
政
事
は
柿
て
制
延
よ
り
仰
出
て

ιる
べ
き
は
却
諭
白
川
慣
に
候
科
共
、
未

た
幕
府
よ
り
脅
計
方
。
引
雄
な
け
れ
ば
、
恐
多
く
も
ご
量
山
御
貯
之
れ
な
き
番
に
て
、
何
分
に
も
山
手
掛
岬
自
制
健
在
り
。
依
之
金
叡
出
納
所
在
置
か

れ、
A

智
蹴
醐
集
方
端

h
中
に
候
嵐
、
方
今
由
時
勢
上
u
リ
諜
す
る
に
相
判
事
山
問
、
何
時
時
端
を
胤
(
〈
岩
内
γ

も
計
り
蹴
〈
、
諦
制
批
及
常
誌
の
宝
仙
に
道

支
ふ
る
白
邸
念
な
き

ι
あ
ら
ず
、
共
組
備
は
年
車
最
下
に
住
居

L
、
往
昔
よ
り
刊
現
一
品
御
両
替
相
勧
め
車
り
候
儀
に
付
、
真
に
金
穀
出
納
所
御
川
議
申
附

け
候
。
此
御
場
合
を
恐
築

L
車
中
。
、
急
ぎ
勤
王
一
捻
に
識
カ
致
す
ペ

L
』

芭
遼
せ
ら
れ
金
千
両
を
献
納
し
た
が
、

三
井
組
で
は
-
」
の
外
に
京
都
相
周
寺
に
屯
替
せ
る
薩
寧
は
軍
資
欠
乏
し
て

士
気
振
は
宇

t
聞
き
、
伏
見
戦
守

ω前
夜
に
金
千
両
を
設
納
し
、
笠
朋
治
元
年
正
月
に
は
小
野
島
田
家
ご
協
力
し

て
金
二
千
両
を
政
府
に
献
納
し
て
居
る
。

新

ω如
き
事
例
は
倫
多
〈
存
す
る
こ
正
、
考
へ
ら
れ
る
が
、
大
政
奉
港

ω後
、
政
府
の
費
途
は
盆
多
端
芭
な

-9
、
E
烏
澗
伏
児
の
戟
守
が
起
つ
一
1
多
大
の
戦
費
を
要

L
、
之
れ
が
調
達
に
苦
し
み
し
こ
ご
は
い
ふ
迄
も
な
い
所

で
ゐ
る
が
、
経
常
的
財
政
ご
し
て
は
殆
ん

X
有
す
る
所
な
き
新
政
府
に
正
つ
て
は
.
先
づ
商
人
の
献
金
井
仁
借
入

金
に
よ
っ
て
、
嘗
面
の
急
に
腰
骨
ん
ご
し
た
こ
ご
は
、
営
に
然
る
べ
き
所
で
あ
っ
た
。

(
盤
)

常
時
は
朝
廷
の
内
務
と
政
府
の
刷
政
と
は
未
だ
叫
別
せ
ら
れ
な
か
ワ
た
も
の
で
あ
る
。
鹿
臨
三
年
十
二
月
十
四
日
に
岩
倉
具
杭
の
旨
?
塁

岩吉公費程、中巻、 2∞頁
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け
た
戸
田
大
和
守
が
、
徳
川
臨
喜
に
朝
廷
御
手
薄
の
事
情
争
言
上
し
て
献
金
を
懲
砲
し
、
共
後
五
高
剛
ば
か
り
(
金
額
詳
細
不
明
)
圭
献
金
せ
し
如

曹
、
ま
た
熊
谷
直
牢
が
柵
内
帯
空
乏
白
際
、
低
に
伏
見
で
位
軸
争
が
始
ま
り
「
明
日
の
事
は
言
ふ
て
居
ら
れ
向
。
今
御
所
に
さ
っ
ぱ
り
金
引
無
い
白

や
で
、
何
事
を
す
る
こ
と
も
出
車
ぬ
か
ら
、
マ
ア
是
だ
け
は
持
っ
て
行
く
ワ
』
と
て
貰
溜
白
金
六
十
六
耐
儲
人
っ
て
居
た
岱
凪
を
、
其
偉
掴
ん
.
て

朝
廷
へ
多
り
、
直
に
二
三
日
制
ワ
て
千
隔
を
献
納
し
た
と
い
」
如
舎
、
何
れ
も
内
帯
山
崩
之
、
ひ
い
て
は
政
府
財
政
白
書
乏
を
一
事
す
も
?
と
い
ふ
ζ

と
が
由
来
ゃ
う
。

明
治
一
初
年
の
御
用
金

民
肱
三
年
十
一
コ
月
二
十
三
日
金
穀
出
納
所
が
設
け
ら
れ
、
晶
君
奥
林
左
門
。
三
岡
八
郎
(
州
問
)
は
北
(
取
締
を
命
や
ら

れ
、
金
穀
醜
集
の
こ
ご
に
努
め
、
三
井
組
は
手
代
数
名
を
同
所
に
振
出

L
現
金
出
納
の
事
務
に
常
ら

L
め
て
居

花
。
然
る
に
金
殺
出
納
所
の
支
出
は
其
牧
入
よ
り
も
多
〈
、
其
都
度
融
通
を
仰
付
ら
る
、
有
慌
で
ゐ
っ
た
。
明
治

三
井
組
は
小
野
・
島
田
岡
家
正
協
力
し

τ、
此
等
三
家
の
信
用
に
封
し

て
取
組
み
来
る
錦
替
金
を
融
通
し
て
、
政
府
緊
急
の
費
用
を
排
す
る
こ
吉
、
し
て
ゐ
た
が
、
御
用
金
が
多
額
に
上

元
年
正
月
十
五
日

ω口
上
蓄
に
よ
れ
ば
、

り
、
之
れ
が
縛
め
に
怨
替
の
支
梯
を
停
止
せ
ば
.
商
取
引
上
の
信
用
を
失
盤
し
、
融
通
を
阻
害
L
、
ひ
い
て
は
御

用
金
に
癒
す
る
能
は
刊
さ
る
に
至
る
虞
が
あ
っ
た
。
裁
に
於

τ金
穀
出
納
所
は
一
元
年
E
月
十
七
日
に

『
御
復
古
に
刊
て
は
其
筋
品
々
師
匠
調
可
有
之
儀
に
帳
得
品
、
師
時
金
設
柳
川
訟
の
虎
司
御
手
支
へ
の
程
も
離
計
、
何
時
刷
用
被
仰
付
候
哉
に
刊
、

各
々
分
相
臨
用
意
致

L
置
〈
べ
〈
、
尤
借
召
さ
れ
候
攻
第
に
有
之
恨
事
。

明
治
初
年
大
匹
目
御
用
金

第
ニ
十
凡
巻

E 
1 

第

緯

一
五
九

徳川慶喜公博、巷問、 205-206頁

i!!:井住事歴維新財政談、上告、 '-4頁
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明
治
初
年
大
院
の
御
用
金

第
二
十

λ
魯

/、
O 

第

観

プミ
O 

但
、
相
封
取
引
の
分
白
勝
手
た
る
べ

t
候
得
共
、
本
文
白
調
り
に
付
大
金
融
白
儀
は
-
砲
金
紋
嗣
役
所
へ
仰
山
幌
上
班
計
可
致
候

正

民

般

所.. 

金

出

納

用

の
遼
蓄
を
百
世
布
し
、
御
用
金
は
政
府
の
借
入
金
で
あ
っ
て
浅
牧
す
る
も
の
に
非
る
こ
Z
を
一
不

L
、
且
大
額
川
り

4m替

支
掛
は
政
府
の
郁
合
に
よ
っ
て
之
を
停
止
す
る
こ
Z
あ
る
べ
き
を
明
か
に
し
た
。
超
え
工
十
九
日
に
は
三
弁
・
小

野
・
島
田
三
家
共
同
で
一
高
両
を
献
納
し
て
居
る
o

か
〈
の
如
〈
一
一
一
井
県
他
宮
前

ω献
金
融
通
に
よ
り

τ、
地
価
か
に
嘗
一
向
の
経
費
を
支
弊
せ
し
も
の
で
あ
る
が
、
烏

凋
伏
見
の
戦
は
真
に
蹟
大
し
て
東
征
の
箪
ご
な
b
、
そ
の
軍
費
全
支
排
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
守
、
品
目
計
の
基
健
も
未

だ
確
立
せ

L
次
第
で
は
な
か
っ
た
。
誌
に
於
て
正
月
七
日
夜
太
政
官
舎
議
を
聞
き
、
三
岡
八
郎
・
大
久
保
一
旗
・
腐

四
時
兵
助
・
後
藤
象
二
郎
・
繭
岡
藤
次
・
岩
下
佐
次
右
衛
門
等
、
岩
倉
具
酬
を
議
長
正

L
て
謀
議
す
る
所
が
ゐ
っ
た
。
蔚

浮
は
軍
袋
二
十
高
岡

ω必
要
な
説
い
た
が
、
一
ニ
岡
は
か
、
る
少
額
的
合
員
に
て
は
事
を
成
す
る
足
ら
す
、
少
〈
江

も
基
金
三
百
高
両
を
準
備
せ

F
る
可
ら
宇
ご
し
‘
議
仁
ぞ
れ
に
決
す
る
に
至
っ
た
。

金
穀
出
納
所
は
一
月
二
十
一
日
三
井
組
以
下
金
毅
御
用
の
商
人
を
召
し
、
近
畿
に
お
け
る
宮
家
の
姓
名
を
質
し

た
一
炉
、
翌
日
、
京
都
品
什
延
在
荒
培
名
前
書
一
冊
、
大
阪
荒
晴
名
前
書
附
締
州
一
冊
、
江
州
荒
晴
名
前
寄
附
勢
州
一

冊
の
三
冊
の
名
鮮
が
奉
呈
せ
ら
れ
可
新
政
府
は
之
に
基
い
て
京
阪
向
人
百
数
十
名
を
一
月
二
十
九
日
京
都
二
候
城

に
召
集
し
、
合
計
基
立
金
三
百
蔦
両
の
募
債
を
遣
し
た
。

向上 5-8頁
由利公正側、 140-143頁
三井京車公履歴、 12-1~頁
三井家奉公尉庭、 14-16頁
尉倉去111抱、中香、 290-'<:91頁



『
今
度
太
政
官
に
於
て
高
槽
世
間
召
候
に
付
、
金
般
其
外
民
間
戸
口
賦
役
峠
曹
の
償
、
綿
て
脅
計
局
御
取
扱
相
成
侠
に
什
‘
北
方
持
向
後
曾
計
御
川
鍛

抑
付
供
問
、
何
払
も
厚
〈
机
心
徹
、
正
路
を
は
で
上
下
北
詩
文
錦
之
様
梢
々
描
力
可
市
之
事

克
赴
詫
仕
端
り
供
同
組
は
釘
摘
、
新
規
取
引
山
口
臨
も
樹
ほ
儲
か
な
る
引
常
世
叫
て
手
尉
〈
融
通
さ
せ
り
れ
皮
仰
趣
意
に
帳
問
、
心
附
白
金
協
有
之
候

は
川
町
早
々
可
申
出
事

一
合
拳
百
高
岡

右
者
山
民
合
計
制
非
立
金
と
し
て
嗣
抽
出
川
町
布
之
事
。
抵
消
位
協
は
地
高
密
川
て
棚
引
怖
に
成
し
下
さ
れ
供
普
五
候
待
井
、
狛
ほ
叫
則
的
筋
、
も
省
之
候
は

r
z
J
u
v
b司

、n
4
H司』

右
の
曾
計
基
立
金
は
催
時
の
御
用
金
ご
臭
b
、
地
租
を
以
て
引
枠
阿
古
せ
る
内
同
俄
で
あ
っ
た
。
三
井
組
は
右
の

募
集
仁
諜
カ
し
た
が
・
新
政
府
の
信
用
術
厚
か
ら

F
る
芭
き
で
あ
り
、
そ
の
募
集
は
困
難
で
あ
っ
た
o

然
る
に
元

天
皇
親
征
の
議
決
し
、
先
づ
大
阪
に
行
牟
ゐ
ら
せ
ら
る
、
こ
吉
、
な
り
、
そ
の
費
用
正
し
て
京

都
及
び
大
阪
に
於

τ五
寓
耐
宛
を
調
返
せ
し
め
た
た
め
詫
}
品
川
計
基
立
金
の
募
集
意
の
如
〈
な
ら
F
り
し
こ
ど

年
二
月
十
一
日

は
、
明
治
二
年
十
一
月
三
井
純
が
政
府
の
斡
問
に
腿
じ
.
同
組
が
島
問
・
小
野
岡
山
添
ピ
協
同
[
て
維
新
の
大
業
全

翼
賛
し
た
る
一
斑
を
記
載
せ
る
「
口
上
見
書
」
に
「
御
合
計
仰
基
金
調
達
方
の
節
・
諸
人
山
耳
hAh'
頃
掛
川
崎
候
に
附
、
諦

A
口
に
相
立
、
漸
別
紙
名
前
の
遇
取
集
め
、
京
都
井
在
々
凡
高
金
宵
三
十
高
両
に
御
座
候
」
ご
い
ひ
・
山
口
万
倉
具
規
が

五
月
に
上
申
せ
る
意
見
書
中
に
も
「
前
日
以
来
僅
に
三
百
前
向
両
の
金
を
徴
募
す
る
に
求
に
諌
算
の
宇
に
這
せ
+
き
る

は
1
殆
ん
Y
」
惟
請
に
堪
へ

5
る
な
b
」
云
々
ご
あ
る
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
一
る
。
尤
一
ニ
岡
も
一
二
百
円
高
両
の
募
集
を

明
泊
祖
年
大
阪
自
御
用
金

第
二
十
λ
魯

プミ;

部

都

プす

三井家来母履歴、 2Cト 23頁

向上 !lO頁

岩窟公費百日、中替、 457lU
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明
治
相
年
大
甑
の
御
用
金

第
二
十
A
巻

大

ー
ノ、

第

貌

可
能
な
b
t
考
へ
し
わ
け
で
は
な
(
、
三
一
白
高
岡
正
切
b
出
し
て
お
い
て
、
そ
れ
で
取
れ
る
だ
け
取
る
ご
い
ふ
考

。

へ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

{
位
)

京
都
に
お
け
る
調
謹
甑
位
衣
白
削
{
で
あ
る
。

企
番
高
剛

井
一
一
一
郎
助
、
島
田
入
郎
右
衛
門
、
小
野
善
地

金
堂
高
岡

下
柑
正
太
郎

企
菅
高
耐

世
砂
川
見
咽
太
郎
、
竹
原
岡
兵
術
、
高
脱
脂
兵
制
、
甲
佐
山
町
郎
兵
制
、
高
島
甚
兵
制
、
託
江
品
丸
郎
-
一
一
郎

合
計
五
高
岡

回草よ
b
前
、
東
征
の
議
決
し
て
岩
倉
東
山
道
鋭
撫
使
の
京
都
を
畿
せ
ん
芭
す
る
際
・
三
井
組
は
附
属
金
殺
方
勤

務
ぞ
命
壱
ら
れ
た
間
十
)
随
行
の
一
二
井
組
手
代
二
名
は
一
禍
印
印
鑑
を
交
附
せ
ら
れ
、
且
帯
刀
を
許
苫
れ
た
が
吋
東

上
の
間
・
麗
軍
資
金
穀
を
調
達
し
て
ゐ
る
。
即
ち
大
津
騨
に
て
三
千
隔
(
↑
同
一
ト
)
大
垣
に
て
一
高
岡
(
ヰ
ド
)
武

裁
岡
蕨
宿
到
着
(
一
一
M
十
)
の
筏
白
米
千
俵
を
買
入
れ

τ江
戸
深
川
佐
賀
町
の
三
井
組
倉
庫
仁
保
管
せ
し
こ
芭
(
誌

事
ニ
)
井
に
四
月
十
六
日
二
高
五
千
岡
、

其
後
一
高
隔
を
軍
資
金
ご
し
て
岩
倉
銭
撫
使
本
管
に
納
付
し
て
ゐ
る
。

其
外
大
総
督
有
桶
川
宮
殿
下
芝
増
上
寺
に
着
陣
せ
ら
れ
た
る
後
三
高
雨
ぞ
納
付
し
た

U

其
後
間
四
月
に
は
三
僚
賛

美
が
大
監
察
使
ご
し
て
東
下
せ
ん
ご
す
る
Z
き
御
用
金
が
命
告
ら
れ
、
ま
た
五
月
十
五
日
に
は
所
詞
太
政
官
札
が

俊
行
せ
ら
れ
た
が
、

一
切
の
諸
抑
に
悉
〈
紙
幣
を
以

τす
る
能
は
す
、
卸
も
紙
鮮
の
流
通
に
慣
れ
ざ
る
奥
須
の
野

に
鴨
戦
す
る
官
軍
兵
士
の
給
金
・
海
外
よ
b
購
入
す
る
戎
器
類
の
代
衡
を
支
梯
ふ
た
め
に
は
正
金
の
必
要
を
戚

由利公正博、 159頁
三井家奉公履歴、 9-ro頁

同上 13-35頁
向上 39-41頁
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じ
、
一
腰
三
井
組
を
し
て
御
用
金
ご
し
て
正
金
を
調
越
せ
し
め
た
。
ま
た
人
月
二
十
五
日
に
は
三
井
組
其
他
の
商
人

を
西
丸
に
召
し
正
金
八
十
六
高
隔
の
調
速
を
命
じ
に
が
、
納
付
し
た
額
は
六
高
岡
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
而
L
て一』

れ
に
劃
し
て
は
迫
次
金
札
を
下
附
し
て
皆
済
ご
し
た
。

以
上
の
富
市
例
は
主
ご
し
て
「
維
新
以
来
三
井
家
奉
会
履
幡
」
じ
ょ
っ
た
も
の
で
あ
h
、
同
様
の
資
金
調
達
の
例
は

倫
他
に
も
存
す
る
で
あ
ら
う
が
、
今
一
一
之
を
議
日
、
な
い
。
以
下
官
時
大
阪
に
お
け
る
御
用
金
に
つ
い
て
共
事
例

を
説
明
し
た
い
ぜ
思
ふ
。

大
阪
に
お
り
る
御
用
金

明
治
元
年
一
月
廿
九
日
京
阪
商
人
宵
敏
十
名
を
京
都
二
俊
城
へ
召
集
し
、
曾
計
碁
立
金
三
百
高
岡
の
調
達
を
命

じ
た
こ
芭
は
銑
仁
越
べ
し
如
〈
で
ゐ
る
が
・
こ
れ
よ
b
前
麗
廊
三
年
十
二
月
骨
九
日
に
も
大
阪
商
人
鴻
地
善
右
衛

門
・
加
島
屋
久
右
衛
門
・
加
島
尾
作
兵
衛
・
米
屋
卒
兵
衛
・
卒
野
屋
五
兵
衛
・
一
段
己
屋
久
左
衛
門
・
千
州
屋
宗
十
郎
・
決

屋
安
兵
衛
・
炭
屋
去
五
郎
・
米
屋
喜
兵
衛
の
十
名
が
「
此
度
大
政
御
鍵
革
に
付
御
用
之
儀
有
之
候
閥
、
主
人
に
重
役

之
者
附
添
早
々
登
京
可
仕
候
事
』
Z
て
京
都
に
召
苫
れ
て
居
品
。
然
る
に
営
時
年
末
に
差
迫
っ
て
居
っ
た
こ
ご

吉
、
多
人
数
・
申
合
せ

τ奉
行
所
へ
も
居
り
A
V

内
密
に
上
京
す
る
こ
Z
は
困
難
で
め
る
ご
の
理
由
で
、

上
京
を
断

h
J
、
翌
正
月
以
来
は
開
戦
の
た
め
に
そ
の
ま
、
正
な
っ
て
居
た
が
、

一
月
十
八
日
禁
義
御
使
畑
肥
前
守
が
鴻
抽
出
属

明
治
初
年
夫
阪
自
細
川
金

第
二
十
λ
巷

第

披

」ー，、

ずミ

岡上 50頁
同上 62-67頁
鴻1出家文書

14) 

15) 



明
尚
初
年
大
鹿
の
御
用
金

第
ニ
十
λ
巷

一
六
回

第

親

一
六
回

普
布
衛
門
以
下
す
べ
て
十
名
に
謝
し
、
北
組
惣
曾
所
へ
十
九
日
辰
刻
に
本
人
に
重
役
之
岩
附
添
盛
集
す
べ
き
旨
を

傍
へ
た
。
十
人
の
岩
は
十
九
日
に
出
頭
し
た
が
、
主
(
際
前
掲
十
二
月
廿
九
日
の
書
付
が
再
び
交
付
さ
れ
、
十
人
の

者
は
上
京
す
べ
き
回
目
の
請
書
を
差
出
し
、
サ
四
五
日
の
頃
に
各
自
上
京
し
た
。
上
京
後
如
何
な
る
御
用
筋
で
あ
る

か
ご
い
ふ
ニ
ご
に
つ
い
て
、
純
々
政
府
古
町
人
己
の
聞
を
役
復
斡
旋
せ
し
者
が
め
っ
た
が
、
十
分
に
要
領
を
符

十、

FL
の
間
に
は
「
萄
多
大
阪
町
人
共
以
朝
命
被
潟
召
候
に
、
田
空
京
不
致
返
答
も
不
奉
依
傍
甚
御
腹
立
に
て
、

h3a

度
比
例
沙
汰
.
欠
所
仁
も
可
被
抑
制
評
議
、
烏
九
M

慨
に
は
M

M

徒
同
訟
の
町
人
罪
科
可
申
付
旨
腕
に
荷
札
山
地
御
認
之

慮
』
段
々
ピ
陳
叫
附
し
た
こ
ど
も
あ
っ
た
が
、
結
局
は
一
月
世
丸
日
に
二
僚
城
へ
出
版
[
て
三
岡
八
郎
よ
0
合
計
基

立
令
-
の
申
渡
ケ
受
け
た
の
で
ゐ
っ
た
。

二
月
二
旦
ニ
井
組
よ
b
左
の
貧
血
を
金
穀
川
納
所
に
差
出
し
、
曾
計
官
克

の
出
張
を
諦
う
工
、
先
づ
大
阪
の
宮
家
を
設
く
に
非
れ
ば
、
そ
の
募
集
の
困
難
な
る
こ
Z
を
述
べ

τゐ
る
。

骨
同
計
基
立
金
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

『

乍
出
口
上
書

此
鹿
京
肱
町
入
品
ま
召
さ
れ
仰
脱
さ
れ
侠
御
衣
銘
柄
離
有
事
再
放
帳
。
寅
且
て
論
力
可
仕
様
却
論
。
嗣
事
に
什
て
位
、
官
許
蜘
基
立
金
高
一
三
日
高
雨

と
仰
山
さ
れ
英
大
内
嗣
事
と
中
し
な
が
ら
、
今
一
段
山
同
大
に
も
仕
世
候
。
仰
山
さ
れ
候
通
り
上
下
共
差
支
鈍
之
様
の
御
削
指
雌
有
利
賀
申
成
候
時

共
、
大
阪
名
目
岡
へ
候
町
人
的
内
、
戸
締
め
或
は
件
前
仕
供
向
も
高
之
哉
に
承
り
、
常
時
制
大
胡

ω
制
場
骨
、

E

帯
構
成
行
供
℃
は
不
人
銅
山
基
、
私

共
併
は
柳
川
仙
替
制
川
仰
付
け
ら
れ
腕
俄
に
什
個
々
融
泊
相
成
候
様
心
刷
に
御
睦
候
。
品
川
御
位
所
制
役
人
椋
方
並
に
龍
谷
久
消
御
門
対
よ
下
共
}
肱
臨

厳
な

t
心
底
打
合
世
、
此
度
昌
吉
せ
ら
れ
候
町
人
白
内
に
札
不
特
心
山
者
候
符
ぱ
瞳
談
仕
度
審
存
候
。
併
探
き
御
思
召
も
柿
鵠
在
候
所
へ
右
様
の
憐

陸臨凹戊民年正月太政官官計裁判所之内金穀伽月l誠之佐一一時1曲家主音

"， j~家車会履歴、 19-20買
2) 



市
上
げ
奉
り
候
も
恐
入
り
候
得
共
、
唯
一
心
に
細
趣
意
相
貰
申
院
心
底
に
付
申
上
げ
一
本
り
帳
。
若
L
御
差
支
被
錦
孟
候
は
ピ
御
聞
沈
下

2
れ

4
E候

様
車
岡
上
位
以
よ一

方

替

月

日

i.~ 

右
の
建
議
に
基
い
て
二
月
十
二
日
曾
計
局
判
事
三
岡
入
郎
は
愈
大
阪
に
出
張
し
、
脅
十
三
日
大
阪
の
商
人
鴻
抽
出

屋
善
右
衛
門
・
加
島
屋
久
右
衛
門
(
康
問
)
加
島
屋
作
兵
衛
(
長
田
)
米
屋
卒
右
衛
門
(
殿
村
)
辰
巳
尾
久
左
衛
門
(
和

国
)
卒
野
属
五
兵
衛
(
高
木
)
千
州
屋
亀
之
助
(
卒
槻
)
米
屋
喜
兵
衛
(
石
崎
)
島
屋
市
之
助
(
巡
回
)
鴻
地
嵐
広
兵
衛
(
中

原
)
鴻
池
屋
市
兵
衛
(
井
上
)
加
島
屋
重
郎
兵
衛
(
樋
口
)
米
屋
伊
太
郎
(
殿
村
)
米
屋
長
吉
郎
(
今
城
)
加
島
屋
作
五
郎

〈
長
田
)
の
十
去
刊
を
そ
の
旅
縞
(
錯
叡
岬
抑
制
似
柑

J
詰
喚
し
可
基
金
募
集
の
事
長
示
L
U
十
五
人
の
岩
は

同
日
曾
計
裁
判
所
御
用
掛
b
を
仰
付
り
ら
れ
た
。
此
等
町
人
の
出
金
高
に
つ
い
て
は
『
各
自
上
納
金
額
は
役
割
御

て
あ
る
が
、
そ
の
額
井
に
各
自
の
詩
高
も
明
か
で
な
〈
、
従
っ
て
大
阪

周
掛
b
よ
h
封
書
を
以

τ交
付
す
ぺ
し
』

会
髄
記
し
て
曾
計
基
立
金
の
幾
制
を
負
備
し
た
か
古
い
ふ
・
』
ご
も
明
か
で
な
い
。

曾
計
基
立
金
の
翻
迷
未
に
了
ら
F
る
う
も
に
、

二
月
十
一
日
天
皇
親
征
の
議
が
決
せ
ら
れ
、
京
都
に
お
い
て
三

弁
外
九
名
が
金
五
高
闘
を
調
達
し
た
ニ
ご
は
郎
防
に
述
べ
た
所
で
ゐ
る
が
‘
此
際
大
阪
に
於
て
も
二
月
十
三
日
に
豪

商
十
五
名

(
制
一
前
例
)

を
召
し

『
此
陀
御
組
鉱
に
付
、
常
H
下
旬
先
づ
浪
曜
に
行
章
敏
仰
山
候
。
右
側
川
愈
銑
之
儀
は
皇
戚
弛
張
之
根
基
に
品
開
而

蜘
訓
柑
艇
制
成
功
之
桐
製
務
に
候

明
治
初
年
大
艇
の
御
川
金

第
二
十
λ
巷

-

占

A
E

第

披

一
大
五

鴻池家主帯。雨替両前草史、 141頁
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明
治
初
年
大
阪
由
御
用
金

第
二

+λ
巻

プミ
"-r、

第

現

大
占，、

問
、
制
趣
意
を
叫
て
其
方
共
え
右
御
用
謹
被
仰
村
之
帳
。
千
古
未
曾
有
之
綱
大
業
に
候
得
者
、
龍
々
制
恩
を
相
排
え
、

一
盃
之
御
奉
公
呼
致
候
。
尤

暫
時
之
御
融
油
を
仕
り
上
幌
高
之
事
に
而
、
品
寛
此
成
之
柳
川
注
は
嗣
闘
内
一
般
告
力
之
桐
慮
置
も
可
被
銑
在
候
同
、
即
今
出
鋭
い
た
し
怯
者
共
之

難
雌
相
成
候
様
之
協
は
決
而
抽
之
帳
。
軍
需
白
御
場
骨
を
有
上
、
心
入
よ
る
し
き
者
え
は
別
特
之
御
賀
美
も
可
有
之
候
。
高
一
心
得
違
い
た
し
其
力

あ
り
て
且
力
量
盛
さ

V
る
者
は
地
意
に
均
し
き
筋
に
候
。
此
旨
咋
と
可
制
心
得
候
事

一

十

日

月

官

曾

b 

大

政

;:rr 

局

ぜ
て
御
親
征
用
途
提
の
負
擦
を
A
T
し

τ居
る
が
・
こ
れ
仁
劃
し
て
彼
等
は
十
五
日
左
の
如
き
各
自
の
負
槍
額
を
定

三
月
朔
日
悉
く
之
を
調
達
し
た
。

め
、
金
五
首
両
雨
を
御
請
し
、

五
千
五
百
師
抱

泊
地
善
有
衛
門
・
蹴
同
孔
布
掴
門
・
長
岡
作
兵
衛

四
千
五
百
同

殿
村
平
右
衛
門

三
千
五
百
岡
抱

和
問
孔
左
衛
門
・
両
木
五
兵
衛
・
平
瀦
勉
之
助
・
石
崎
喜
兵
衛

一
}
千
七
百
両

中
原
出
兵
衛

二
千
五
百
両
宛

殿
村
伊
太
郎
・
長
田
作
五
郎

ニ
千
雨
宛

井
上
市
兵
術
・
樋
口
京
郎
兵
術

千
λ
百
雨

今
期
長
育
郎

千
五
百
岡

樺
岡
市
之
助

同
年
間
四
月
に
至
h
、
大
監
察
使
束
下
費
ご
し
て
、
大
阪
に
於
て
五
拾
高
雨
を
宮
商
及
び
府
下
の
諸
商
業
株
仲

聞
に
賦
課
し
化
。
蓋
こ
れ
よ
h
前
、
官
軍
は
江
戸
城
h
f
牧
め
た
が
、
幕
府
の
士
は
上
野
東
叡
山
仁
操
b
、
軍
費
に

泊i血家文書

嗣科御用番ー、迫加(大阪網停車九十三都跡事Il

岩倉公賞担、中巻、 293頁
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窮
せ
る
東
征
大
組
督
府
は
こ
れ
を
調
峠
し
て
動

P
F
b
L
が
た
め
、
総
裁
局
副
総
裁
三
僚
賞
美
は
大
監
察
使
に
任

壱
ら
れ
東
下
す
る
こ
さ
、
な
・
9
、
右
の
募
金
吉
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
鴻
池
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
嘗
時
の
達
書
は

次
の
如
(
で
あ
る
。

『
比
鹿
醐
束
嗣
平
定
人
民
安
堵
鎮
静
之
錦
、
三
協
大
納
言
殿
不
日
下
向
有
之
、
御
手
賞
金
zn
拾
高
岡
制
入
用
之
内
実
方
共
よ
り
軒
高
雨
嗣
紳
用
可
申

旨
被
抑
出
供
。
嗣
東
御
鎮
静
に
付
て
口
、
立
軍
之
諸
藩
身
命
を
弛
ち
報
闘
の
忠
世
誼
L
候
て
、
漸
今
日
太
平
申
御
基
本
相
立
一
向
に
無
心
町
家
業
柑

瞥
み
候
御
場
合
に
歪
り
佐
官
帯
に
候
得
ば
、
其
万
共
に
於
て
も
此
安
部
探

f
相
排
、
越
に
細
排
用
相
成
候
様
可
珪
候
。
尤
御
遮
前
之
儀
は
此
度
に
凪
り

査
ヶ
月
堂
歩
牛
由
利
足
相
加
へ
、
官
十
月
凪
り
崎
山
凪
御
下
げ
柚
成
舵
降
、
比
段
快
て
無
臆
念
会
諸
に
制
用
知
滞
相
動
可
申
備
事

民

岡

1er 

JM 

』

四

劃・

月

卸
も
曾
計
御
用
品
哩
十
五
軒
に
封
し
て
十
高
岡
を
課
し
た
も
の
で
ゐ
る
が
・
其
他
の
商
業
仲
間
に
謝
す
る
賦
課
額
も

究
の
如
〈
で
あ
る
。

拾
高
岡

官
計
嗣
用
撞
拾
五
軒

問
・
構
阿
下
馬
惣
代

五
高
耐

銘
替
方

九
郷
酒
造
屋

三
部
五
千
嗣

庇
蝶
向
島
・
曲
蝿
櫓
仲
買
仲
間
・
属
小
間
物
向
島
・
造
り
酒
尉
仲
間
・
甫
組
質
仲
間
・
大
限
米
間
日
且

• 

抽
仲
買
・
紬
仲
間
・
鈍
両
替
仲
間
・
南
嗣
替
仲
間
・
材
木
仲
間
・
岡
仲
間
・
庶
晶
端
物
百
軒
問
屋
・
油
問
屋
・
唐
小
刷
物
下
仲
買
二

番
組
砂
梼
荒
物
商
人
・
二
番
組
漬
物
蘇
木
醐
尿
汁
柄
商
人
・
魁
甲
角
象
牙
府
木
商
人
・
天
満
組
質
仲
間

七
組
木
綿
仲
間

高
岡

ご
高
同
施

本
副
替
仲

北
粗

二
品
嗣
宛

λ
千
岡

質
f中
間

五
千
両
地

二
一
千
嗣
宛

納
尉
般
物
阿
川
町
・
同
仲
買
・
生
峨

仲
良
・
鍋
聾
静
物
帥
・
白
粉
民
・
石
胡
M

皿
・
識
鵠
拾
三
組
骨
識
起
・
南
組
古
道
具
民
・
南
担
古
綱
島
・
央
服
屋
・
茶
問
屋
・
七
島
骨
盤
仲
川
・
阿
州
本
柿
昼

干
鰯
間
保
仲
間
・
和
製
砂
織
問
u
m
・
本
民
仲
間
・
ル
山
崎

北
組
拾
四
組
古
道
具
屋
・
北
組
古
銅
卸
・
諸
品
物
仲
間
・
品
物
問
屋

繰
り
昼
・
木
絹
岡
島
・
七
島
青
舘
向
島
・
細
籍
出
買
・
臨
州
定
問
屋
小
問
屋
・
掠
珂
主
主
主
湘
岨
附
属
質
仲
間
・
揖
向
在
々
古
遊
具
且
・
木
嗣
粧
品
仲
間
・
薪
炭

千
五
百
醐
宛

廿
凪
千
隔
抱

仲
間

千
亙
百
雨
宛

三
ケ
所
紬
伺
昼
・
制
中
積
間
島
・
描
向
在
々
拾
凹
組
・
天
尚
組
古
道
具
鼠
・
天
満
組
古
銅
臼
且

一
盤
問
屋
・
菜
穂
絞
り

千
両
宛

明
治
初
年
大
阪
自
御
用
金

第
二
十

λ
巷

一
武
士

童書

離

つまミ

士

武

大臨rlf曽向雑誌設輩B) 



明
治
初
年
大
嵐
山
桐
用
金

第
二
十
λ
告

一
六
人

j乞

i¥ 

第

銃

油
単
仲
間
・
挫
魚
干
魚
鰹
仰
川
川
朗
・
韓
帳
場
虫
魚
向
島
・
正
満
青
物
同
島
・
同
仲
買
・
生
蝋
燭
仲
間
・
放
同
属
・
薪
問
屋
・
廿
問
屋
・
締
貨
統
り
柚
届
・
来
方
両
替

屋
・
北
組
商
船
附
踊
揖
向
山
々
悦
仲
間
・
雄
干
魚
銀
出
削
丁
組
仲
間
・
鮪
館
市
物
曾
所
仲
間
・
制
蛾
鍋
川
島
・
錫
掛
川
地
金
問
且
・
訪
闘
初
繭
銚
釘
仲
間
・
究

満
組
附
胤
概
削
在
々
仲
良

京
飛
脚

骨
計
四
拾
八
高
凡
千
雨

五
百
雨

(
陸
)
三
井
組
自
抱
鍬
て
は
『
明
泊
元
相
岡
山

H
十
五
日
犬
阪
な
る
脅
計
局
山
県
所
に
於
て
、
陣
奥
防
之
山
(
宗
光
)
氏
は
左
の
越
を
三
井
担
比
び

其
他
。
尚
人
に
遭
せ
ら
れ
た
り
』
と
し
て
逗
帯
を
載
せ
て
居
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
五
指
高
岡
町
内
『
北
方
共
土
り
金
指
抗
高
岡
柳
川
排
可
巾
旨
帥
仰

付
候
』
と
あ
問
、
之
に
よ
っ
て
『
一
一
弄
組
一
一
五
=
玩
山
・
三
井
元
之
助
一
位
争
竺
高
一
酬
を
納
付
し
、
島
市
叫
小
野
・
山
巾
潟
地
)
外
十
川
名
山
首
或
は
金

拾
出
耐
を
副
議
納
付
し
た
り
』
左
記
し
て
肝
る
。
削
ち
耐
越
の
背
計
仰
川
治
十
五
軒
の
件
に
品
川
・
小
野
両
認
が
加
は
り
、
十
七
軒
に
で
十
珂
耐
世
納

め
た
如
{
砲
さ
れ
て
居
る
が
、
「
削
輯
細
川
書
、
一
U
に
は
『
悶
四
月
十
古
川
脅
計
方
桐
川
十
五
軒
目
折
珂
刷
、
コ
一
一
両
酬
は
征
討
摘
草
御
持
参
、
依
之

セ
寓
雨

査
前
二
千
同
施

斑
回

長
[ij 

山
中

部
i# 

殿
唱す

八
千
則
自

岡
山
一

t
Nm
ヰ

巾
原

司王

!ltf 

石
崎

五
千
附

高
木

四
千
両
宛

船
長
田

井
上

三
千
雨
宿

樋
口

今

越

浅
田

千
ijj 

相l
lT1 

抽
出
平
岡

統
制

今
日
中
高
.
時
間
明
日
よ
納
之
事
』
と
あ
る
。
是
に
由
ワ
て
観
れ
ば
、
宇
は
り
大
甑
自
前
十
五
軒
て
拾
高
岡
を
納
め
た
も
の
由
如
〈
に
考
へ
ら
れ
る
。

(
尤
吊
高
田
金
額
を
合
算
す
れ
日
拾
高
二
千
同
と
な
る
)

三井家事公履歴、 39""40頁
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向
各
仲
間
に
劃
す
る
賦
課
額
も
珠
定
通
b
納
付
苫
れ
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
Y

。
そ
れ
は
一
高
岡
を
賦
課
さ
れ

た
業
種
仲
間
貝
仲
間
か
ら
は
、
左
の
如
、
苫
歎
願
書
を
出
L
て
金
千
闘
に
て
聞
周
り
ら
れ
ん
こ
ご
を
請
へ
る
如
き
例
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「

乍
晶
画
口
上

一
金
干
一
刷

今
般
闘
訓
刷
平
定
制
手
常
金
之
内
、
御
用
粧
品
抑
付
本
恐
承
航
。
私
共
謀
稲
仲
良
向
識
の
哉
は
、
蛇
来
長
崎
去
よ
り
鵠
差
立
候
斑
柿
額
山
崎
問
U
M
白

差
詮
描
候
所
、
民
間
制
改
侠
上
.
柑
主
川
以
仲
買
一
方

ι合
、
正
昨
日
方
等
制
建
貨
前
川
H
捌
故
車
怖
い
路
、
獅
開
港
後
相
封
向
日
制
ι
品
目
許
相
成
仮
に

H
、
古
今
舶
高
之
諦
鶏
品
、
中
w
A
由
子
不
純
勝
手
究
集
質
捌
相
成
院
に
叶
、
巾
民
自
細
川
川
刷
札
商
法
相
立
不
中
、
仲
間

a

統
川
錦
仕
供
。
昧
に
作

向
。
者
も
少
な
か
ら

f
歎
且
仕
候
。
今
般
制
用
の
識
は
不
容
易
御
議
に
刊
、
心
力
生
誕

L
御
用
も
制
御
可
申
候
へ
共
、
前
件
来
巾
上
帳
通
り
仕
合
に

付
、
仲
間
一
統
の
者
え
嫡
々
巾
論
候
へ
共
、
右
金
高
の
飴
は
辿
も
制
連
難
行
届
艇
に
川
、
何
平
椅
別
之
御
憐
拡
を
以
て
御
聞
崩
之
稗
悲
願
上
候
以
上

民
川
口
問

J刈

曲
県
稲
中
賀
仲
間
の
内

且

面S

ll' 

兵

島

正註

衛

llt 

江

兵

勝

盈

街

曾

計

用

Jj)f 

局

御

』

賞
時
唱
』
の
募
集
金
を
携
へ
て
東
上
せ
る
大
限
重
信
が
、
そ

ω
口
述
に
係
る
「
大
限
伯
昔
円
諦
」
に
は
「
来
上
の
途
次

に
大
阪
に
出
て
大
阪
府
の
手
を
鑑

τ某
地

ω商
人
よ
b
二
十
五
高
岡
山
負
債
を
超
L
、
之
eT
携
へ
て
漸
〈
来
上
す

る
ニ
ご
を
得
る
に
至
れ

h
o
蓋
其
負
債
は
大
阪
府

ω酷
甚
な
る
脅
迫
に
依
て
僅
に
得
た
る
者
に
し
て
、
蹄
甚
な
る

明
治
相
年
大
阪
の
桐
用
金

第
二
十
八
番

ノ、
九

部

批

一
六
九

耳題提議事、巻七11) 



明
治
初
年
大
阪
白
御
用
金

第
二
十
七
密

七
O 

第
一
一
揖

七。

脅
迫
に
依
る
も
街
僅
に
二
十
豆
諸
国
を
集
む
る
に
泡
5
5
h
し
を
思
へ
ば
、
嘗
時
の
商
人
が
幕
府
よ
b
の
屡
究
の

脅
迫
的
調
達
の
銭
的
に
如
何
に
衰
弊
し
居
た
る
か
を
知
る
べ
〈
‘
叉
蛍
時
の
政
府
が
如
何
に
不
信
用
な
り
し
か
を

知
る
ぺ
き
な
り
」
己
あ
る
に
徴
す
れ
ば
、
五
十
両
雨
内
藤
定
が
僅
か
に
そ
の
字
紙
を
集
め
得
た
る
に
過
ぎ
5
h
し

も
の
に
非
る
か
Z
考
へ
ら
れ
る
。

政
府
は
営
に
国
内
に
お
り
る
戦
史
の
調
達
仁
抗
出
身
た

h
し
の
み
な
ら
や
、
他
方
仁
於
て
は
外
闘
交
際
の
結
果
ご

し
て
、
最
早
我
が
通
貨
の
み
を
以

τ用
途
を
充
す
能
は
す
、
洋
銀
の
仕
掛
を
も
掛
川
吉
古
る
可
ら
5
る
必
要
に
迫
う

た
。
そ
二
で
五
月
二
十
二
日
洋
銀
五
蔦
弗
の
調
時
曜
を
命
じ

τ居
る
が
、
三
井
組
の
記
録
は
賞
時
の
事
情
を
記
し
て

日
『
池
場
椋
{
合
計
局
拍
車
)
制
限
じ
に
て
外
側
方
(
今
心
外
務
省
)
入
川
持
組
五
部
却
前
月
二
十
七
日

ι可
制
捜
約
定
の
蕗
.
山
桐
山
企
方
制
之
に
刊
、
活

替
方
御
用
掛
り
に
て
日
肌
迄
仰
何
晶
体
と
も
心
配
可
故
国
制
談
じ
刷
匝
候
に
付
一
同
心
耐
、
広
々
の
儀
に
付
諜
力
弦
叫
株
式
心
配
致
尉
航
。
別
て
組
組
川

も
御
停
止
相
成
、
結
ほ
一
小
融
泊
の
折
柄
致
方
無
之
候
枠
共
差
繰
心
蹴
仕

洋
艦
三
千
四
百
舟

手F

非
鋭
三
千
三
百
舟

島
田

伴
銀
千
三
百
弟

d、
里子

併
に
御
用
掛
十
五
人
よ
り
山
金
自
事
』

こ
の
御
用
掛
十
五
人
は
鴻
拙
善
右
衛
門
以
下
十
四
人
の
大
阪
町
人
で
あ
っ
て
.
五
官
両
弗
の
内
一
高
弗
は
三
井
・
島

三井家辛公園屋:， 41頁所引、向、大国侯人十五年 !t第一巻、 11頁畢l'“
三井家奉公履歴、 51-521.(
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国
・
小
野
の
三
家
に

τ
負
曲
目
し
て
居
る
か
ら
、
大
阪
町
人
十
五
人
は
四
高
弗
を
負
携
し
た
-
』
正
、
な
る
。
此
洋
銀

は
明
治
三
年
に
至
っ
て
金
札
を
以
て
償
返
せ
ら
れ
た
ご
い
ふ
こ
芭
で
あ
る
。

四

御
用
金
の
意
義

明
治
の
初
年
政
府
財
政
の
蓄
に
困
難
で
あ
っ
た
・
』
ど
は
、

嘗
時
の
歳
入
出
決
算
表
を
見
る
に
究
の
如
〈
で
あ
る
。

通

歳

世f

例

外

歳

『
太
政
官
札
鼓
行

内

{

調

謹

借

入

F
M
什
同
商
枇
よ
り
借
入

蔵

入

合

調

故

常

例

9ト

政

設

出

合

明
治
初
年
大
阪
の
蜘
則
金

!fI 

期

入

『
自
由
臨
肱
一
二
年
寸
ニ

H
J

f
E
明
治
元
年
十
二
月
、

一
一
一
、
六
六
凹
、
七
人

O

入

九
、
凹
ニ
四
、

E

ニ
山
、
o
=
一
七
、
一
口
λ
丸

阜
、
λ
コ
一
入
、
一

O
七

λ
九
円
、
一
-
7ヒ
宜

計

三
=
一
、
0
λ
九
、
一
=
一
一
円
一

出

玉
、
玉

O
大
、
ニ
五

IU 

二
回
、
九
九
八
、
λ
=
一
二

計

三

O
、五

O
宜
.
0
入
五

以
上
に
よ
っ
て
も
之
を
知
る
ζ

Z

が
出
来
る
が
・

A
T

第

j田

『
自
明
治
二
年
一
月
J

/

歪

伺

九

月

、

凹
、
六
六
六
、

O
宜
主

一
九
、
七
七
二
、
=
一
四
八

一
豆
、
丸
山
ハ
一
一
、
六
一

O

入
-
て
O
O
の一

一一

U
O、五
Oυ

一
四
、
四
=
一
λ
、
四

O
回

丸
、
=
一
六

O
、ニ=一

O

}
一
、
四
一
一

E
、式

O
九

ニ
O
、
七
八
五
、
λ
=
一
九

都

畑

『
自
明
拍
二
年
十

H
J

r
E
同
三
年
九
月
、

一
O
、
O
四
三
二
ハ
二
七

-
o
、
九
一
五
、
凡
七

ニ
O
、
九
五
九
、
四
九
九

ニ
O
、一

O
七
、
古
七

第
一
一
十
λ
巷

七

ヨEZE
三同明
凹泊
O 四二
、年年
主九十 !UJ
一月月
ニ二 、.〆

j事

RId 

六
、
A
o
=
一
、
六
七

E

一
二
、
-
凹
凹
、
五
九
七

一
一
一
、
ニ
ニ
六
、
一
ニ
凡
一
一

七
、
0
0
λ
、
七
七
五

一
九
、
二
三
五
、
一
五
λ

ft1 

号品

七

自明油元年一月車同八年内Jl歳入蹴出世算特肯書下綱、 2-78頁1) 



明
泊
朝
革
大
限
自
制
用
金

第
二
十
入
巷

ヒ

調停

鋭

ーじ

第
一
期
の
歳
入
出
決
算
に
明
か
な
る
却
〈
、
歳
入
の
大
部
分
は
例
外
歳
入
で
あ
り
、
第
二
期
に
於
て
も
そ
の
閥

係
は
大
樋
同
様
で
ゐ
る
が
、
第
三
期
以
後
は
そ
の
斌
践
を
異
に
し

τゐ
る
。
第
一
刻
に
於

τ例
外
歳
入
の
主
た
る

も
の
は
太
政
官
札

ω後
行
・
調
達
借
入
・
外
岡
商
枇
よ
れ
リ
の
借
入
で
あ
る
o

こ
の
調
達
借
入
は
「
首
時
曾
計
の
困
難

な
る
が
斜
め
、
東
西
一
副
京
及
び
大
阪
兵
庫
大
沖
等
の
官
一
策
に
募
b
・
逐
次
に
調
議
せ
[
め
、
又
東
京
及
び
横
一
磁
の

町
川
内
所
に
貯
減
せ
る
金
殺
を
一
時
俄
入
せ
し
も
の
同
外
岡
市
川
一
枇
」
ち
の
借
入
は
「
在
樹
液
英
同
東
洋
銀
行
よ
り
洋

銀
五
十
高
弗
、
叉
英
の
オ

1
F
ト
商
枇
よ
り
同
四
拾
高
弗
を
借
入
せ
し
所
の
も
の
』
で
あ
る
。
第
二
期
に
於
て
も

太
政
官
札
の
畿
行
は

E
額
に
上
り
、
向
調
逮
倫
入
も
外
国
商
批
よ
・
り
の
借
入
も
ゐ
る
。

第
一
期
第
二
期
に
お
け
る
右
の
現
象
は
、
政
府
が
是
の
窮
乏
せ
る
財
政
を
救
は
ん
が
品
川
め
に
、
話
幕
府
時
代
よ

h
の
政
策
た
る
京
阪
商
人
に
濁
す
る
御
用
金
の
方
法
に
よ
る
の
み
な
ら
す
‘

一
時
紙
慨
を
俊
行
し
て
辛
の
急
を
救

ひ
、
ま
た
外
国
の
資
金
に
侍
頼
す
る
に
至
っ
た
二
ご
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ニ
の
御
用
金
政
策
・
紙
幣
政
策
・
外
偵

政
策
じ
ょ
っ

τ、
兎
に
も
角
に
も
維
新
嘗
時
の
財
政
が
揃
縫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
.
か
上
家
逃
ぺ
来
っ
た
廃
の

も
の
は
、
右
三
政
策
の
う
も
主
ご
し
て
御
用
金
政
策
に
閲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
徳
川
時
代
の
御
用
令
は
、
表
面

上
は
償
川
泌
を
議
定
し
た
も
の
で
ゐ
h
、
献
金
ご
は
胤
別
す
べ
き
も
の
で
ゐ
つ
党
が
、
質
際
に
於

τは
償
迭
は
賞
行

せ
ら
れ
す
・
或
は
用
金
が
後
に
至
つ

τ献
金
に
麓
じ
た
も
の
も
ゐ
っ
た
。
然
ら
ば
明
治
初
年
の
政
府
御
用
金
に
つ

い
て
は
如
何
で
あ
る
か
。
既
に
遁
べ
た
如
〈
一
T
N

年
正
月
十
七
日
に
、
御
用
金
は
政
府
の
借
入
金
で
あ
っ
て
、
出
は
股

同上 H 頁

捕者、徳川幕府の米倒調節.:247瓦
2) 

3) 



す
る
も
の
に
非
，
さ
る
こ
ご
を
説
い
て
居
る
が
、
上
に
通
べ
た
数
度
の
御
用
金
に
つ
い
て
調
達
納
金
の
方
法
、
償
還

僚
件
等
が
如
何
で
ゐ
っ
た
か
を
、
並
(
側
'q
の
場
合
に
つ
い
て
詳
細
に
知
る
ぞ
待
F
る
合
遺
憾
正
す
る
次
第
で
あ
る

が
、
然
し
利
率
其
他
の
僚
件
で
如
h
得
る
世
田
を
通
ぶ
れ
ば
次
の
如
〈
で
ゐ
る
。

郎
ち
曾
計
基
立
金
三
百
高
隔
を
募
集
せ
し
ご
き
は
「
地
高
を
以
て
御
引
宮
古
成

L
H
官
時
喰
一
の
経
常
的
歳
入

源
た
'
り
し
地
租
を
さ
へ
抵
営
正
せ
る
有
総
で
ゐ
る
が
、
夏
に
御
親
征
用
途
費
の
募
集
に
つ
い
て
は
其
際
「
即
今
出

銀
致
仮
者
共
の
雛
溢
相
成
伎
は
悦
の
儀
は
決
し
て
無
之
候
」
古
い
ひ
、
大
監
察
使
束
下
疫
に
つ
い
て
は
「
月
一
分
宇
の

利
足
を
加
へ
、
賞
十
月
限
一
均
一
舵
府
民
御
下
波
な
き
れ
候
僚
、
共
段
梓
一
ι
懸
念
な
ぐ
急
速
仰
用
油
h
な
(
一
吋
相
効
候
」

ピ
U
1
0
、
利
息
を
約
ゼ
る
の
み
な
ら
す
表
而
上
返
一
糖
期
限
を
も
約
し
た
も
の
で
ゐ
っ
た
o

尤
次
の
文
書
に
よ
っ
て

曾
計
刊
都
立
金
に
謝
し
て
は
月
最
歩
、
御
親
侃
用
途
投
に
劃
仁
て
も
月
堂
歩
、
大
監
察
使
束
下
提
に
つ
い
て
は
月
登

歩
宇
の
利
息
を
下
ケ
渡
し
た
・
』
正
が
明
か
で
あ
る
。

舘

(
合
計
基
立
金
目
分
)

元
金
五
千
百
首
刷

一
利
金
五
官
五
指
雨

民
三
月
よ
り
同
十
一
月
迄

悶
共
〆
拾
今
月
分
月
畳
歩

右
之
迦
で
ケ
波
候
依
而
一
冗
金
辰
十
一
一
月
元
に
可
制
成
者
也

明
治
元
長
年
十
一
月

合

官「

官

明
治
初
年
大
阪
の
御
用
金

第
二
十
入
谷

七

~1 

Z出

10 
J 

三井家事公履歴、 21頁、'40i!(

尚拙家主告

4) 

5) 



明
治
初
年
大
阪
申
御
用
金

IJ~ 

4・

艶

(
嗣
糾
征
則
詑
山
1
0
分
)

元
金
四
千
五
百
岡

二
別
企
武
百
七
拾
同

月
葺
歩

民
九
月
よ
リ
日
二
月
畠
六
ヶ
月
分

明
泊
二
日
年
ニ

H

右
之
組
下
ケ
波
艇
依
而
元
企
巳
一
一
一
月
元
に
可
相
成
者
也

抱

元
金
九
千
有
主
新
耐

一
刺
企
λ
百
戒
拾
参
両
ば
歩

合

計

官

⑮ 

10 

3
 1
 
s
 

(
煤
下
賛
同
分
)

明
抽
ニ
巳
年
四
月

右
之
祖
下
ケ
漉
候
依
而
元
企
巳
h
月
元
に
可
相
成
者
也

民
十
一
月

S
巳
四
月
詣

〆
六
ヶ
月
分
月
堂
歩
中

合

官「

古ー

善菩善

第
二
十
八
岱

右;t; 有

千古街衛

-(， 

胆司

飾

品是

4ニ
~~ 

韓
じ
て
決
算
報
告
書
を
見
る
に
、
調
達
金
の
返
償
井
に
借
入
金

ω利
子
支
梯
は
次
山
知
き
額
に
上
っ
て
居
h
、

山

l' 

御
用
金
が
元
利
支
抽
酬
を
見
た
る
・
』

J

こ
は
概
括
的
に
之
を
知
る
こ
ご
が
出
来
る
。

「ヲr1 
k 

門

h 

前掲歳入設曲快算報告書下翻、 2-67買6) 



間

、
;l 

支部
、

O 
七円期

第

二

期

八一一、
0
0
0

第

J田

合

計

四
、
大
四
九
、
一
O
七

第

j凹

四

借

注

入

調

達

金

誕

償

借
入
金
利
子
支
帥

一、四六五、=一
O

一
、
曲
四
九
、
=
二
λ

一
、
四
七
一
、
一
九
三

問
、
古
田
丸
、
一

O
五

二
六
三
、
二
升

一
九
五
、
九
六

一
丸
七
ニ
ハ
三
六

右
の
利
子
支
鋤
の
内
に
は
、
勿
論
外
闘
商
枇
よ
り
の
例
入
金
に
劃
す
る
利
子
も
合
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
兎
に
角
か
〈

二
O
一一、七二四

λ
凹
、

o
λ
九

六八
O
、
同

の
如
(
制
法
金
が
返
済
き
れ
、
利
子
が
支
梯
は
れ
て
ゐ
る
こ
て
は
、
明
治

ω御
用
金
が
徳
川
時
代

ω事
例
E
異
れ

る
も

ωゐ
る

F

』
ご
を
知
る
に
足
る
で
ゐ
ら
う
o

以
上
の
如

5
仰
用
金
が

h

明
治
初
年
に
お
け
る
政
投
軍
投
セ
支
枇
け
す
る
に
大
な
る
闘
係
を
帯
す
る
こ
正
は
い
I

ふ

迄
も
な
い
所
で
ゐ
る
が
、
然
し
豪
雨

ω宮
ピ
い
へ

y
』も、

い
つ
迄
も
政
府
に
正
金
を
提
供
じ
得
べ
き
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
三
井
の
如
き
も
か
の
一
冗
年
八
月
二
十
五
日
の
用
金
に
劃
し
、
始
め
ニ
高
扇
を
即
納
し
、
向
一
高
雨
を
翌

で月
あ中
る!こ
が納
、1t
そす
のぺ
際き
の旨

す長
は願

E主
hらそ
古時

金 35
32 は

也 2こ
も車を

晶号
ひ v

すt

て
五正 常ー

金町

議盟
理 1E
Z 命
調

じ逮
L コ

巴弄
有 t主
主E そ
でれ
あに
つ腿
t~ t， 
o 7l t~ 

大の

阪
の
商
人
の
事
情
も
亦
同
様
で
あ
る
o

一
克
年
一
一
月
二
日
三
井
粗
か
ら
柏
崎
替
方
の
名
を
以
て
出
納
所
に
差
出
し
た
書

面
に
も
「
大
阪
名
の
聞
へ
候
町
人
の
内
、
戸
締
め
或
は
休
応
仕
候
向
も
有
之
識
に
承
ム
リ
」

t
い
ひ
、
前
週
の
如
〈

「
大
限
伯
背
日
諦
」
に
も
商
頁
衰
弊
の
肢
を
設
け
る
も
の
が
め
ち
、
楽
穂
中
買
仲
間
か
ら
の
口
上
書
に
も
「
商
法
相
立

不
申
仲
悶
一
一
統
困
窮
仕
候
妹
に
休
繭
の
者
色
少
か
ら
す
歎
息
仕
候
」
ご
い
へ
る
有
様
で
あ
る
か
ら
、
何
時
迄
も
政

明
治
初
年
大
医
由
御
用
金

第
二
十
八
巻

第

就

七
五

一七
E

三井家家長居歴、 66頁

向上 [9頁

向上 41頁、誕業叢書、轡七

}

)

)

 

W
4
0
0
Q
U
i
 



明
治
初
年
犬
匹
。
柵
用
金

第
二
十
八
巻

一
七
六

時
一
一
揖

一
七
六

府
の
御
用
に
臆
じ
て
正
金
を
出
し
得
〈
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
乃
も
御
用
金
の
政
策
は
何
等
か
の
鴇
化
を
見
な

り
れ
ば
な
ら

E
m般
に
立
到
っ
た
。
そ
こ
で
あ
ら
は
れ
て
来
た
も
の
は
金
札
(
帥
糊
)
の
畿
行
で
あ
る
(
調
群
)
。

こ
れ
は
三
岡
八
郎
の
謹
カ
ド
よ
る
所
が
少
(
な
い
。
這
般
の
事
情
に
つ
い
て
は
「
由
利
会
正
僻
」
(
一
一
苦
闘
)
や
「
繭

替
商
枯
草
奥
」
(
一
一
竺
一
周
)
に
詳
か
で
あ
る
か
ら
之
を
省
略
す
る
が
叫
大
阪
で
は
、
五
月
九
日
に
同
月
十
五
日
に
金

札
を
盛
行
す
る
旨
を
逗

L
た
が
、
洪
水
の
た
め
京
阪
問
の
週
路
絶
え
、
十
五
日
を
以
て
接
行
す
る
こ
芭
や
待
宇
、

こ
れ
が
た
め
に
流
言
蜜
語
を
生
母
ん
こ
ご
を
恐
れ
、
其
旨
を
町
h

司
に
通
達
し
た
が
、
十
八
日
に
は
蹴
鞠
・
殿
材
・
三

井
の
各
手
代
が
京
都
よ
・
9
金
札
百
高
雨
を
持
飾
h
金
札
の
俊
行
を
見
る
に
至
っ
た
。

こ
の
金
札
は
不
換
紙
鮮
で
あ
り
、
其
言
福
地
容
易
な
ら

g
hし
た
め
に
、
金
札
を
正
貨
同
様
読
過
す
べ
き
皆
の
布

A

ザ
を
屡
B
出
し
(
閥
、
へ
吋
同
一
昨
日
間
一
軒
λ
)

英
他
穏
今
の
方
法
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
は
商
法
可
を
提
言
産
業

資
金
正
し
て
列
藩
及
び
託
畿
の
両
翼
等
に
金
札
を
貸
下
「
る
こ

Z
、
し
た
。
大
阪
で
は
御
用
金
調
達
経
文
を
引
常

ご
し

τζ
れ
い
を
貸
下
げ
た
。
奮
幕
府
の
御
用
金
は
多
〈
返
済
せ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
阪
商
人
は

仮
令
正
金
同
様
の
債
値
は
な
〈
ご
も
金
札
の
貸
下
を
受
〈
る
方
安
全
な
り
ご
し
競
っ
て
其
貸
下
げ
を
受
り
た
も
の

一
一
例
を
示
せ
ば
究
の
如
く
で
あ
る
。

で
あ
b
、
そ
の
謹
蓄
は
多
〈
残
存
し
て
ゐ
る
が
、

置

丈

白

事

一
金
五
千
五
百
副

但
剰
M
A
月
六
朱
定

菅野市l太郎、執闘に於ηる最初由相僻と大阪商人(明治大正大陸市史組理第

五悦}多聞

見聞襲、編輯御用書一、布告且布謹(大IW嗣年虫館九十四蹴断引)
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右
金
札
邦
借
憶
に
事
前
取
候
捕
る
十
一
月
サ
回
限
元
利
無
相
違
返
納
可
仕
候
則
低
引
前
左
に

一
合
計
制
廿
時
金
宜
千
五
百
嗣
嗣
謹
御
陸
文
査
担

但
去
る
三
月
出
金
仕
侠

右
之
油
差
入
同
町
中
侠
高
一
一
過
納
及
遅
滞
艇
は
ピ
御
都
合
次
第
獅
勘
定
御
引
取
被
下
幌
共
一
言
之
巾
分
融
制
庫
快
指
其
仰
而
如
件

鹿
臨
凹
民
年
大
月

.)j 

臨

御
腔

一A

世
間
千
五
百
岡
也

J
 

Hμ 

尾且l'

呈:

輯E

右

rj 

同l

}IIII' 

兵

事通

可

向l

曾

所

文

'D 

'11 
但
利
足
月
六
未

右
金
押
借
飴
に
牽
制
隔
帳
車
巳
二
月
廿
日
限
元
利
無
相
越
川
蝿
納
可
制
航
則
話
別
協
左
に

一
制
本
ヰ
御
用
注
調
漣
金
阿
干
五
百
同
隆
文
堂
泊

明
治
元
年
長
丸
月

右
之
掴
差
入
置
申
侠
高
一
一
也
抽
及
週
四
市
候
は

v
桐
都
骨
戎
第
御
勘
定
蜘
引
取
に
観
成
下
候
井
一
官
之
申
分
無
桐
座
候
侃
其
依
而
劃
件

山

中

善

右

術

門

印

im 

F去
制i

!~ 

一
合
九
千
百
五
指
副 合

E庁

文

。J

尋L

但
利
足
月
査
歩
定

刷
泊
朝
年
大
阪
曲
桐
用
金

布
金
礼
拝
借
約
に
布
中
間
隔
候
掠
る
十
月
廿
日
限
元
剥
無
制
謹
渇
納
可
制
候
別
居
帥
引
制
左
に

七
七

餌
二
十
入
容

t 
七

第

貌



明
治
胡
年
士
阪
申
御
用
金

第
二
十
八
巻

t 
J、

一
七
八

第

批

-h剛
束
下
周
桐
手
賞
金
九
千
百
五
拾
両
調
達
御
誼
文
査
担

但
間
四
月
山
金
仕
幌

右
之
迦
差
入
佐
山
叩
候
前
一
一
也
納
及
遅
滞
候
は
V
御
都
合
主
停
制
制
定
制
引
制
師
時
下
院
抗
一
言
之
巾
分
無
仰
庇
候
錦
共
抽
而
削
何

鹿
山
崎
凹
民
年
六
月

善

日B

iEi 

街

~'l 

ul 脚lt

昆

印

τ" 
兵

f師

前1

;1< 
4出1

オitr

l~庁

か
〈
の
加
〈
商
人
は
曾
計
基
立
金
の
み
な
ら
千
御
来
宰
御
用
途
費
・
大
監
察
使
東
下
費
等
の
御
用
金
調
達
設
者

を
引
常
ご
し
て
金
札
を
借
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
「
小
野
善
右
衛
門
筆
記
」
に
は
「
金
札
も
漸
次
製
誌
の
功
を
奏
し

た
る
を
以
て
各
地
に
商
法
曾
所
を
設
立
[
先
曾
計
基
立
金
を
出
納
司
に
納
む
(
弊
月
)
、
共
納
調
子
宮
引
晶
画
E
し
て
商

法
曾
所
よ
h
J
金
札
岡
高
を
借
用
せ
し
む
(
州
一
該
部
一
特
)
、
依
之
金
札
大
仁
行
は
れ
、
合
計
基
立
金
を
募
集
す
る
を

得
・
叉
近
江
伊
勢
よ
ム
リ
も
其
主
誌
を
遵
奉
し
出
金
を
願
出
る
者
陸
績
ゐ
b
τ
稿
人
気
を
立
置
し
柁
る
形
況
な
布
一
戸

ご
あ
る
o

即
ち
ょ
の
記
事
に
よ
れ
ば
政
府
は
曾
計
基
立
金
に
謝
し
て
月
一
歩
の
利
子
を
負
ひ
、
商
人
は
借
入
金
札

に
謝
し
て
月
六
永
の
利
子
を
納
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
御
用
金
ピ
の
関
係
に
於
て
は
、
政
府
は
金
札
卸
も
月
四

朱
(
牌
刷
分
)
の
利
附
無
記
名
公
債
経
書
を
交
付
し
た
る
Z
同
様
の
結
巣
正
な
る
。
然
し
金
札
に
謝
す
る
利
足
は
必

す
し
も
六
永
吉
限
っ
た
わ
け
で
は
な
〈
、
御
東
下
用
御
手
賞
金
を
引
蛍
正
せ
る
分
が
、
月
晶
H-
歩
で
あ
っ
た
ニ
苫
は

前
掲
の
諮
書
に
よ
っ

t
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
重
山
県
下
費
御
用
金
の
利
息
が
、
前
遁
の
如
く
一
歩
午
で
あ
っ
た
か

山利公正体、 208頁13) 



従
て
噂
』
の
場
合
に
は
金
札
は
月
五
朱
(
竹
ハ
)
の
利
附
無
記
名
会
償
謹
書
を
交
付
せ
る
勘
定
正
な
る
。

而
L
τ
此
等
借
入
金
札
に
謝
し
、
商
人
が
支
梯
ひ

L
刺
子
に
つ
い
V

て
の
陶
法
司
の
受
取
殺
害
も
多
く
存
し
て
ゐ

る
。
左
に
一
不
す
も
の
は
そ
の
一
例
で
め
る
。

ら
で
あ
ら
う
。

費

元
金
五
千
五
百
隔

て

世

同

九

折

入

耐

利

足

月

六

朱

但
由
民
九
月
よ
り
同
十
一
周
迄
〆
六
ヶ
月
分

布
間
隔
帳
仙
而
元
金
民
十
二
月
主
に
可
制
成
者
也

明
抽
一
耳
目
崎
年
卜

-
H

商

法

司

@

f勾

普

街

Fサ

右

先

;(;i 5f: 
前一商
取金 E
1， Ei 千
依九五
而 r.千百
元 λ 両
金制
高

る
，、
H此f且
5亡〆;Iご
可プミ民
相 ケ十
r& Jl =: 
候分fJ
也)1.，;

月ょ
がずり

?Iミ常
巳
五

月

明
治
ニ
年
巴
五
月

元

商

法

司

@

苦手

門

衛

右
二
団
地
の
請
取
設
に
依
て
見
れ
ば
最
初
合
札
拝
借
の
際
に
は
「
十
一
月
二
十
日
限
b
一
元
利
無
相
違
返
納
可
仕
候
」

Z
あ
っ
た
が
、
賞
際
は
十
一
月
及
五
月
等
に
利
息

rり
を
支
梯
ひ
、
元
高
を
返
済
せ
宇
、
借
b
継
昔
を
な
し
て
居

;fr 

明
治
相
年
大
敵
の
耐
用
金

第
二
十
λ
各

士
;lL 

liI 

観

t 
ゴL

鴻i曲家主脅14) 



明
油
相
早
大
肱
由
細
川
川
金

-入。

第
二
十
入
省

事再

挽

入。

た
も
の
で
あ
る
o

親
征
費
や
東
下
提
仁
つ
い
て
も
同
様
の
事
情
で
あ
っ
た
。
而
し
て
結
局
は
御
用
金
ご
差
引
し
て

返
済
し
た
も
の
で
あ
ら

5
0
言
。
換
ふ
れ
ば
御
用
金
は
金
札
を
以
て
償
還
せ
ら
れ
た
こ
吉
、
な
る
。
尤
前
述
せ
し

如
く
五
月
二
十
二
日
の
洋
銀
五
高
弗
の
制
迷
、
八
市
川
二
十
五
日
の
三
井
等
の
六
高
雨
の
調
達
等
仁
謝
し
何
れ
も
金

札
を
以
て
皆
済
き
れ
た
旨
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
他
の
御
用
命
-
仁
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た

t
考
へ

F

る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
o

も
ご
も
Z
金
札
を
貸
下
げ
て
利
子
を
徴
し
た
の
は
『
政
府
は
此
利
子
を
以
て

#τ
募
集

し
た
る
曾
計
基
立
金
三
百
高
雨
を
償
却
せ
ん
正
す
る
目
的
を
布
ゼ
ー
も
の
で
ゐ
る
』
正
さ
れ

τ印
刷
る
が
‘

A
W
E
札
仁

よ
る
利
子
収
入
よ
b
は
御
用
金
に
劃
す
る
利
梯
の
方
が
大
で
あ
る
か
ら
、
金
札
に
よ
る
利
子
に
て
御
用
金
を
償
還

せ
ん
こ
ご
は
思
ひ
も
よ
ら
宇
、
結
局
金
札
を
以
て
公
依
諮
沓

ω交
付
正
同
様
な
ら
し
め
、
金
札
の
返
済
を
命
じ
、

そ

ω履
行
の
困
難
な
る
に
莱

ιて
、
用
金
正
金
札
己
子
，

z考
へ
ら
れ
る
毒
ず
。
術
後
考
を
侯
つ
。

五

鈴

論

以
上
迎
、
H
A

る
所
の
知
〈
明
治
初
年
に
お
い
て
政
府
は
三
井
其
他
の
富
豪
に
よ
っ
て
資
金
を
調
返
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
恰
も
奮
時
代
の
各
務
が
宮
前
に
膝
を
庇
し
て
彼
等
に
殊
泊
を
興
へ
格
式
を
溜

rc武
士
同
様
の
待
遇
舎
な
し

た
る
ご
同
様
、
明
・
治
政
府
も
三
井
州
同
地
其
他

ω宮
家
を
優
過
し
た
も
の
で
ゐ
っ
た
。
三
井
組
の
記
録
に
よ
れ
ば
明

治
一
五
年
一
月
十
入
日
「
正
親
町
少
勝
殿
御
目
見
仰
付
げ
ら
る
〈
き
皆
仰
出
た
き
れ
、
一
一
一
郎
防
名
代
貴
人
多
殿
候

潟
、
御
膝
一
冗
近
〈
御
招
寄
せ
御
手
づ
か
ら
御
挺
斗
純
下
し
置
か
れ
、
今
般
御
一
新
に
付
献
金
奇
特
の
事
、
猶
は
勤

三井家奉仕腿底、 5Z，67頁
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王
謹
カ
致
す
べ
き
旨
御
意
有
之
御
別
府
に
於
て
御
菓
子
御
酒
御
飯
下
古
れ
候
事
』
ご
ゐ
る
が
、
其
後
三
井
組
主
人
は

商
学
帯
刀
を
許
さ
れ
、
或
は
米
五
高
俵
の
賞
典
、
十
人
扶
持
を
下
賜
勺
ら
れ
、
屋
敷
地
を
拝
観
し
た
等
の
こ
ご
が

あ
h
、
ゴ
一
井
組
手
代
の
中
に
も
前
字
楕
汀
を
詐
品
、
れ
た
者
が
ゐ
っ
た
。
こ
れ
は
大
阪
商
人
に
封
L
て
も
同
様
で
あ

っ
た
。
今
消
池
殿
村
岡
山
部

ω文
書
に
つ
い
て
見
る
に
、
元
年
三
周
に
は
消
池
善
右
衛
門
手
代
三
人
、
殿
村
家
手
代

二
人
が
曾
計
局
附
御
用
向
を
勤
時
右
御
畑
中
市
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
七
月
に
は
御
基
金
御
用
掛
拾
五
軒
手
代
中
へ

悲
以
来
基
金
調
達
に
議
カ
せ
し
廉
を
以
て
金
千
雨
を
下
賜
さ
れ
た
。
又
三
年
正
月
に
は
鴻
池
善
右
衛
門
・
長
田
作

兵
衛
・
庚
附
久
右
衛
門
は
各
共
身
一
代
五
人
扶
持
・
石
崎
喜
兵
衛
は
四
人
扶
持
・
殿
村
H
T
右
衛
門
@
中
瓜
庄
兵
衛
は

三
人
扶
持
、
卒
繍
亀
之
助
は
ニ
人
扶
持
を
賜
は
っ
た
o

之
は
御
一
新
以
来
御
用
金
調
遣
の
功
を
賞
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

尤
・
彼
等
は
勤
王
の
概
念
に
よ
り
新
政
府
の
財
政
上
の
悶
難
を
見
る
に
忍
び
宇
、
稲
々
調
達
の
た
め
に
奔
走
し

た
も
の
で
ゐ
ら
う
が
、
勤
王
の
標
語
に
よ
っ
て
新
政
府
が
彼
等
を
惹
き
附
け
得
た
こ
ピ
は
結
局
彼
等
の
財
カ
を
手

中
仁
牧
む
る
に
至
っ
た
所
以
で
ゐ
h
、
討
幕
の
賞
を
血
中
げ
得
た
所
以
で
あ
る
o

新
政
の
確
立
が
彼
等
の
財
力
に
侠

つ
所
大
な
ち
し
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

大
阪
が
笛
幕
時
代
に
於
て
我
困
金
カ
の
中
心
地
で
ゐ
b
、
幕
府
は
履
I
大
阪
の
宮
家
に
謝
し
て
御
用
金
を
課
し

た
も
の
で
あ
る
。
幕
末
に
於
て
も
勿
論
そ
の
例
が
あ
h
ノ
、
維
新
前
後
の
危
急
の
秋
に
蛍
っ
て
幕
府
も
新
政
府
も
共

に
大
阪
に
目
を
看
り
た
も
の
で
あ
っ
た
@
庭
山
出
三
年
十
二
月
サ
九
日
新
政
府
が
大
阪
富
豪
十
名
に
上
京
会
命
じ
た

に
拘
ら
守
、
彼
等
は
口
質
を
設
り

τ之
れ
に
臆
号
5
b
し
こ
ご
は
前
述
せ
し
所
で
あ
る
。
然
し
一
月
七
日
慶
喜
が

明
治
初
年
大
陸
自
制
用
金

第
二

+λ
巷

第

鋭

F、

λ 
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明
治
相
年
大
民
自
制
用
金

第
二
十

λ
巻

λ 

J、

第
三
揖

開
陽
九
に
乗
じ
て
江
戸
に
飾
b
、
十
日
征
討
大
荊
軍
嘉
彰
親
王
が
来
阪
せ
ら
れ
、
や
が
て
明
治
天
皇
の
親
征
正
な

っ
て
大
阪
は
遂
に
朝
廷
の
支
配
に
蹄
す
る
噂
}
ピ
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
嘗
て
財
力
を
支
配
す
る
も
の
川
仏
政
権

を
支
配
す
己
い
ひ
、
ま
た
新
政
府
の
樹
立
に
劃
す
る
町
人
の
活
動
が
受
動
的
で
ゐ
っ
た
ご
い
っ
た
こ
芭
は
、
以
上

の
如
き
事
情
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
然

L
乍
ら
維
新
の
際
に
嘗
っ
て
右
の
如
き
御
用
金
の
調
逃
が
め
っ
た
れ
ば
こ

を
・
政
府
は
一
時
の
急
を
凌
き
得
た
も
の
で
あ
h
、
且
、
後
の
太
政
官
札
の
畿
行
流
通
も
可
能
正
な
っ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
維
新
の
大
業
を
成
就
す
る
上
に
於
工
、
此
等
宮
家
の
努
力
は
、

m
M
A
T
そ
れ
が
受
動
的
で
あ
っ
柁
ご
し

て
も
、
軽
視
す
る
こ
ご
は
出
来
ぬ
も
の
で
あ
る
。

其
後
御
用
金
の
方
法
は
遂
に
行
詰
り
ご
な

b
、
低
幣
脇
田
行
の
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
急
需
を
充
す
こ
ピ
、
な
っ
た

が
、
嘗
初
の
太
政
官
札
が
御
用
金
調
達
者
に
ご
っ
て
、
一
一
仰
の
R

公
偵
読
書
正
岡
刷
し
得
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
一
』
正

は
阪
に
堪
ぺ
し
如
〈
で
ゐ
る
。
明
治
二
年
一
ニ
月
の
一
公
議
所
の
討
論
で
は
御
用
金
の
腐
止
を
可
ご
す
る
も
の
あ
h
、

ま
た
然
ら
F
る
も
の
も
み
っ
た
が
、
同
年
四
月
に
は
御
用
金
を
厳
し
国
償
法
全
採
用
す
〈
量
百
の
上
裁
書
を
上

h
.
別
に
一
書
を
添
え
て
「
御
用
金
を
厳
し
図
償
法
御
設
の
儀
決
議
相
成
伎
に
付
、
以
来
不
得
巳
の
費
用
有
之
節

は
園
償
法
を
以
、
御
借
入
れ
に
相
成
、
且
御
一
新
以
来
今
日
に
至
る
迄
.
農
商
等
へ
御
申
付
相
成
悦
御
用
金
は
、

即
今
之
を
国
偵
己
致
し
、
其
者
共
申
立
究
第
困
偵
法
制
合

ω利
息
御
柳
に
相
成
侠
様
仕
度
奉
存
候
』

Z
逃
4

て
ゐ

る
G

太
政
官
札
の
貸
下
は
質
際
上
公
債
の
品
目
行
吉
岡
誌
の
関
係
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
上
裁
の
趣
旨

は
そ
れ
よ
ち
も
以
前
に
寅
行
さ
れ

τゐ
た
も
の
正
も
見
る
こ
正
が
出
来
る
o
兎
に
角
御
用
金
が
明
治
新
政
府
の
確

立
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
こ
ご
は
い
ふ
迄
も
な
い
所
で
あ
る
。
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